
 

 

中
部
方
面
混
成
団
は
、
令
和
４
年
10
月
27
日
（
木
）
か
ら
11

月
５
日
（
土
）
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
方
面
隊

統
制
演
習
場
秋
季
整
備
に
22
名
の
隊
員
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

整
備
は
、
潜
入
射
場
周
辺
の
機
能
維
持
及
び
密
林
化
防
止

等
の
伐
採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

隊
員
は
、
今
後
演
習
場
を
使
用
す
る
各
部
隊
等
が
、
安
全

か
つ
快
適
に
訓
練
等
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
当
初
の
計
画

以
上
の
整
備
を
効
率
的
に
実
施
し
、
１
件
の
事
故
も
な
く
整

斉
と
任
務
を
完
遂
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

第５３号 

団長要望事項 

創意と情熱 

心技体の充実 

団長統率方針 

任務の完遂 

駐屯地司令 
要望事項 

作戦基盤の確立 

 環境の改善 

 地域との連携 

中部方面混成団広報紙 かけはし （１）第５３号 

web site 

令和４年12月14日 

集合写真 

常

即

一

体

と

な

り

任

務

完

遂

せ

よ 

大津祭 令和４年度方面統制演習場秋季整備 

 

大
津
駐
屯
地
に
勤
務
す
る

隊
員
23
名
が
、
令
和
４
年
10

月
９
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
「
大
津

祭
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

「
大
津
祭
」
は
、
大
津
市

の
天
孫
神
社
の
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
湖
国
三
大
祭
の
一

つ
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

伝
統
あ
る
祭
で
あ
り
、
大
津

駐
屯
地
は
、
地
域
と
の
交
流

を
図
る
た
め
昭
和
50

年
か
ら

参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

隊
員
は
、
江
戸
時
代
か
ら

受
け
継
い
で
い
る
13

基
あ
る

曳
山
の
一
つ
「
石

橋

山

し
ゃ
っ
き
ょ
う
ざ
ん

」
の

曳
き
手
と
し
て
、
地
域
の
子

供
た
ち
が
奏
で
る
お
囃
子
と

「
か
ら
く
り
」
の
披
露
を
観
客

と
と
も
に
楽
し
み
な
が
ら
、

一
日
か
け
て
大
津
市
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。 

 

潜入射場整備中の隊員 

整備前の幹線道路 整備後の幹線道路 

曳山巡行 

編成完結式 

検
閲
優
秀
隊
員
紹
介 

・
連
隊
本
部 

 

田
口
曹
長 

・
本
部
管
理
中
隊 

 

中
吉
１
曹 

 

池
田
即
応
予
備
３
曹 

・
第
１
中
隊 

 

疋
田
３
曹 

 

・
第
２
中
隊 

 
 
 

 

賀
来
即
応
予
備
３
曹 

・
第
３
中
隊 

 

有
村
即
応
予
備
２
曹 

 

植
村
即
応
予
備
２
曹 

 

坂
井
即
応
予
備
２
曹 

・
第
４
中
隊 

 

萬
代
３
曹 

 

半
明
即
応
予
備
曹
長 

・
第
５
中
隊 

 

北
山
即
応
予
備
士
長 

・
重
迫
撃
砲
中
隊 

 
安
井
即
応
予
備
曹
長 

第４７普通科連隊長(右) 

第４９普通科連隊長(左) 

装面動作 

戦闘指導 徒歩行進 

検閲優秀隊員表彰 
集合写真 前方警戒中の隊員 負傷隊員の救護活動 

美味しいごはんを調理中 対抗部隊 統裁会議 

表彰・坂井即応予備２曹 

表彰・植村即応予備２曹 

令 和 ４ 年 度 混 成 団 訓 練 検 閲 

 
中
部
方
面
混
成
団
（
団
長 

青
井 

常
治
１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年
11
月
29
日
（
火
）
か
ら
12

月
４
日
（
日
）
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
第
49
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

後
藤 

義
之 

１
等
陸
佐
）
に
対
す
る
訓
練
検
閲
を
約
３
年
ぶ
り
に
実
動
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。 

 

諸
職
種
協
同
部
隊
と
し
て
、
第
10
師
団
、
第
４
施
設
団
、
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
、
統
裁
支
援
と

し
て
、
中
部
方
面
衛
生
隊
、
大
津
駐
屯
地
業
務
及
び
隊
第
14
普
通
科
連
隊
の
協
力
を
得
て
、
12
月
１

日
に
訓
練
開
始
式
を
行
い
、
統
裁
官
（
混
成
団
長
）
は
、
「
日
頃
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
部
隊
の
名
誉
を
か
け
、
『
任
務
の
完
遂
』
に
向
け
連
隊
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。
合
わ
せ
て
、
『
適
時
適
切
な
指
揮
幕
僚
活
動
』
、
『
基
本
・
基
礎
の
徹
底
』
、
『
健
康
管
理
・

安
全
管
理
』
の
３
点
を
要
望
事
項
と
し
、
第
49
普
通
科
連
隊
が
後
藤
連
隊
長
を
核
心
と
し
て
常
即
一

体
と
な
り
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。 

 

本
検
閲
は
、
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
徒
歩
行
進
、
警
戒
部
隊
の
駆
逐
、
第
一
線
目
標
へ
の
攻
撃
を
２

夜
３
日
で
実
施
し
、
最
終
日
の
３
日
に
は
連
日
の
冷
た
い
風
雨
に
よ
る
疲
労
困
憊
の
中
、
連
隊
第
一

線
目
標
を
攻
撃
奪
取
す
る
と
と
も
に
、
へ
リ
ボ
ン
対
処
を
実
施
し
て
状
況
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

状
況
終
了
後
、
統
裁
官
か
ら
「
要
望
事
項
の
３
点
を
概
ね
達
成
し
、
連
隊
に
与
え
ら
れ
た
任
務
を

斉
々
と
遂
行
し
た
も
の
と
認
め
る
。
引
き
続
き
連
隊
長
後
藤
１
佐
を
核
心
と
し
て
、
第
49
普
通
科
連

隊
が
更
に
練
度
を
向
上
し
、
各
種
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う
、
創
意
と
情
熱
を
も
っ
て
邁
進
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
」
と
総
評
さ
れ
ま
し
た
。 



（２）第５３号 中部方面混成団広報紙 かけはし 

  
 
 

第
６
期
最
先
任
上
級
曹
長
課
程 

 
 

第
２
０
５
期
陸
曹
上
級
課
程 

    2 0
ニイマル

式5.56mm小銃 導入行事 

 

第
４
陸
曹
教
育
隊
（
教
育
隊
長 

木
場 

元
大 

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年
11
月
11
日
（
金
）

に
、
２
０
式
５
．
５
６
ｍ
ｍ
小
銃
導
入
行
事
を

行
い
ま
し
た
。 

 

普
通
科
教
育
中
隊
の
基
幹
隊
員
用
に
、
個
人

装
備
火
器
と
し
て
、
約
20
丁
装
備
し
、
当
面
は

同
小
銃
の
取
扱
操
作
に
つ
い
て
助
教
を
主
体
に

習
熟
さ
せ
て
、
方
面
隊
隷
下
部
隊
に
同
小
銃
が

装
備
さ
れ
た
時
、
滞
り
な
く
教
育
に
反
映
で
き

る
よ
う
練
成
を
積
み
重
ね
る
計
画
で
す
。 

 

木
場
隊
長
は
、
「
武
器
を
扱
う
自
衛
官
と
し

て
、
最
新
の
小
銃
が
導
入
さ
れ
て
非
常
に
喜
ば

し
い
。
今
後
、
基
幹
隊
員
に
は
２
０
式
５
．
５

６
ｍ
ｍ
小
銃
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

隊
長
の
訓
示
を
受
け
、
方
面
隊
唯
一
の
准
曹

教
育
部
隊
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
、
重
責
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
准
曹
教
育
の
更
な
る
質

の
向
上
に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。  

武
器
授
与
式 

小
銃
の
概
要
説
明 

小
銃
の
概
要
説
明 

第
４
陸
曹
教
育
隊
長
訓
示 

  
 
 新

入

隊

員

教

育 
 

第４７普通科連隊 

令和４年度第４次連隊野営 
 

第４９普通科連隊 

令和４年度職場体験 

 

第
47
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

松
本 

哲
治

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年
10
月
６
日
か
ら

12
日
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第

４
次
連
隊
野
営
訓
練
（
第
３
中
隊
・
第
４
中

隊
・
施
設
作
業
小
隊
及
び
通
信
小
隊
）
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

訓
練
は
、
各
中
隊
等
が
速
や
か
に
目
標
地
域

へ
進
入
し
、
防
御
陣
地
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
敵
の
攻
撃
に
対
処
す
る
べ
く
火
力
に
連
接

し
た
障
害
を
設
置
し
た
後
、
不
測
事
態
対
処
及

び
夜
間
戦
闘
要
領
の
指
導
・
予
行
等
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
施
設
作
業
小
隊
は
、
地
雷

原
構
成
中
に
敵
の
化
学
攻
撃
を
受
け
、
汚
染
地

域
解
明
及
び
車
両
等
の
除
染
を
行
い
、
人
員
・

装
備
品
等
の
損
耗
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。 

 

通
信
小
隊
は
、
通
信
網
を
構
成
中
に
敵
の
通

信
妨
害
に
対
し
て
通
信
網
を
適
切
に
制
御
し
、

連
隊
通
信
の
維
持
・
運
営
に
努
め
、
各
中
隊
及

び
小
隊
は
無
事
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。 

 

連
隊
は
、
本
訓
練
で
常
即
と
の
間
に
醸
成
し

た
信
頼
関
係
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
の
訓
練
を

通
じ
て
更
に
深
化
さ
せ
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

第
49
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

後
藤 

義
之

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年
11
月
９
日
に
、

豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
、
三
河
地
区
の
中
学
生

42
名
に
対
し
、
職
場
体
験
と
し
て
救
急
法
、

目
標
捜
索
及
び
軽
装
甲
機
動
車
の
体
験
試
乗
を

行
い
ま
し
た
。 

 

救
急
法
で
は
、
隊
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
あ

と
、
２
人
１
組
の
ペ
ア
を
作
り
、
止
血
・
応
急

処
置
を
楽
し
そ
う
に
お
互
い
に
包
帯
を
巻
い
て

い
ま
し
た
。
目
標
捜
索
で
は
、
森
の
中
に
隠
し

て
い
た
時
計
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
車
の
玩
具
等
、

合
計
10
個
の
目
標
を
発
見
す
る
た
め
、
集
中

し
て
双
眼
鏡
を
覗
き
込
み
、
多
数
が
発
見
で
き

ず
に
い
る
中
、
目
標
全
て
を
見
つ
け
出
せ
た
学

生
が
お
り
、
ほ
か
の
学
生
や
隊
員
た
ち
を
驚
か

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

職
場
体
験
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら
は
、

「
楽
し
く
て
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
」
や
、
「
自
衛
隊
を
進
路
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
感
想
が
あ

り
、
自
衛
隊
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

職
場
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

目標を探す学生 

  
 
 

令
和
４
年
度
秋
の
叙
勲
伝
達 

 

 

大
津
駐
屯
地
（
司
令 

青
井
１
等
陸
佐
）
は
、
大
津
駐

屯
地
に
お
い
て
、
令
和
４
年
11
月
22
日
に
、
中
部
方
面
混

成
団
友
の
会 

事
務
局
長 

橋
爪 

健
司
氏
に
対
し
て
、

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
勲
章
及
び
勲
記
を
伝
達
し
ま
し

た
。 

 

危
険
業
務
叙
勲
は
、
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精

励
し
た
者
の
う
ち
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
て
功
労
の

あ
る
も
の
が
対
象
で
、
そ
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
叙
賜
さ
れ

ま
し
た
。 

団長(左)・橋爪氏(右) 

勲記の伝達 

スピーチ技法教育 

最先任上級曹長課程 

総合訓練（命令下達） 

陸曹上級課程 

 

第
４
陸
曹
教
育
隊
は
、
令
和
４
年
11
月
16
日
か
ら
、
第

２
０
５
期
陸
曹
上
級
課
程
約
１
４
０
名
、
11

月
18

日
か

ら
、
第
６
期
最
先
任
上
級
曹
長
課
程
約
20
名
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
課
程
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

陸
曹
上
級
課
程
は
、
小
部
隊
の
指
揮
官
と
し
て
の
知
識

及
び
技
能
を
学
び
、
い
か
な
る
場
合
で
も
任
務
遂
行
で
き

る
、
精
強
な
部
隊
を
育
成
す
る
中
核
に
な
れ
る
よ
う
、
教

育
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

最
先
任
上
級
曹
長
課
程
は
、
陸
曹
上
級
課
程
を
修
了
し

た
陸
曹
長
ま
た
は
准
陸
尉
が
教
育
を
受
け
、
連
隊
及
び

群
・
大
隊
の
最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
の
職
務
遂
行
に
必

要
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
日
夜
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

 
 

ペアでの止血・応急処置 作戦会議 対機甲戦闘 救急法の説明 除染作業 

 

混
成
団
は
、
第
１
０
９
教
育
大
隊
（
本
田 

成
弘
２
等
陸

佐
）
及
び
第
１
１
０
教
育
大
隊
（
土
橋 

晃
輔
２
等
陸
佐
）
が

担
任
し
、
新
入
隊
員
教
育
を
実
施
中
で
す
。 

 

教
育
が
全
盛
期
と
な
り
、
隊
員
た
ち
の
活
躍
の
一
部
で
す

が
、
掲
載
し
ま
す
。 

武 器 ・ 射 撃 総 合 訓 練 


